
第 1 回本明川ダム建設事業 環境影響評価技術検討委員会 議事要旨 

 

日 時：平成 20 年 3 月 23 日（日）13:00 ～ 17:00 

場 所：諫早商工会館 ３Ｆ 大ホール（諫早市） 

 

主な意見 

○委員長の選出 

・鴨川委員を委員長とする。 

 

○委員会の公開について 

・一般に公開した場合、例えば、植物の貴重種の乱獲防止への対応が必要である。 

・植物の場合は絶滅の原因として園芸採集が一番多いことから、種名は出しても、その位

置は示さない方がよい。 

・一部の種については、生息場所の特定が容易であることから、公開に際しては乱獲防止

に十分に気をつけること。そうしないと絶滅の危険が高い。 

・報道関係者には公開し、一般の公聴は非公開という形とする。また、資料については、

委員会資料そのものは公開せず、議事次第あるいは議事要旨を公開する。 

・一部の種については、場合によっては名前も出さないということも考えていく。取り扱

いについては、県の環境部局とも相談する。 

 

○影響評価の項目について 

・県条例で決まっている項目については、全てこの委員会の中で議論する。但し、景観等

委員の専門外の項目については、事務局の方である程度事前に学識者への確認をしておく。 

 

○本明川ダム事業の概要について 

・用語の意味がわかりにくい。貯水面積と集水面積の表示単位を統一すべき。 

・地域の関連する方々に対して十分な説明が必要。 

 

○地域概況について 

・名称や文章の意味が分かりにくいものや内容が不十分なものがあることから用語や表現

は十分注意し、内容を充実させること。 

 

その他 

・次回委員会の日程については５月中旬頃を考えている。 


